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平成 30年度 厚生労働行政推進調査事業費補助金（肝炎等克服政策研究事業） 
分担研究報告書 

 

「拠点病院における肝炎医療コーディネーターによる HCV 抗体陽性者拾い上げおよび

follow up システムの試み」 

分担研究者：本田浩一 大分大学医学部消化器内科 講師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A. 研究目的 

近年、Ｃ型慢性肝疾患患者に対する抗ウ

イルス療法が進歩し、ほとんどの患者のウ

イルスを排除することが可能となった。一

方、自身の感染の有無について知らない人

も多く、一人でも多くの治療を要する患者

を拾い上げ、治療に結びつけていくための

対策が必要とされている。肝炎医療コーデ

ィネーターは、このような活動において重

要な役割を持っているが、前年の我々が施

行したアンケート調査では県内のコーディ

ネーターが有効的に活動できていない実態

が明らかとなり、その活動を活性化するた

めには、まず、拠点病院が積極的に関わっ

ていくことが重要であると考えらえられた。

そのため、本年度は拠点病院におけるコー

ディネーターによる HCV 患者の拾い上げお

よびその follow up システムを立ち上げ、

その活動を県内に広めていくことを目標と

した。本年度は拠点病院における活動結果

について解析し、その有効性について検討

した。 

B. 研究方法 

まず、大分大学附属病院医療安全部より、

コーディネーターを活用した HCV 抗体陽性

者拾い上げおよび follow up システムにつ

いて、全医師に対し周知を行った。システ

ムについては下記に示す。 

①検査部の協力を得て、当日測定した HCV

抗体検査陽性者を、肝炎医療コーディネー

ターと肝臓病専門医師のみが、電子カルテ

上で確認できるようにした。 

②コーディネーターが毎日、HCV抗体陽性者

を確認し、カルテ上で肝炎に関する情報を

確認し、HCV RNA 検査が必要と考えられる

患者については、主治医に HCV RNA 検査を
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提出するよう連絡した。HCV RNA 検査の必

要性について判断困難な場合は肝臓専門医

に相談した。 

③コーディネーターは HCV RNA の検査結果

を確認し、陽性者については、肝臓病外来

へ紹介するよう、主治医に連絡した。 

④肝臓専門医が治療の必要性について検討

し、治療を要する患者については、自院あ

るいは他院で抗ウイルス治療を行った。 

以上の、HCV 患者拾い上げおよび follow up

システムの有効性について、2018 年 4 月 1

日から 2019 年 2 月 28 日までのデータを用

いて、有効性について検討を行った。 

C. 研究結果 

期間中の HCV 抗体検査数は 8011 人であり、

月平均 728 人であった。そのうち、HCV 抗体

陽性者は 260 人であり、陽性率は 3.2%

（260/8011）であった。 

 

HCV 抗体陽性者 260 名中、SVR 後 73 名、消

化器内科 follow up 中 32 名、その他 32 名

（過去 HCV RNA 陰性、紹介状に既往感染記

載など）を除くと、HCV RNA 測定が必要な患

者は 123 名であった。コーディネーターが

主治医に HCV RNA の測定を依頼し、その結

果、HCV RNA 陽性者は 19名、陰性者は 91名

であった。なお、13名は転院や未来院など

の理由で HCV RNA の測定ができなかった。 

 

HCV RNA 陽性者 110 名中 91 名は HCV RNA が

陰性であり、19名が HCV RNA 陽性であつた。 

 
HCV RNA 陽性者 19 名のうち、7名に対し当

院で治療を導入した。残る 12名は、適応な

し 4 名、他院で治療 3 名、転院 2 名、治療

希望せず 2 名、検討中 1 名であった。以上

のことより、肝炎医療コーディネーターに

よる HCV 抗体陽性者拾い上げおよび

follow up システムは、HCV 抗体陽性者の

95％（247/260）を最終段階まで follow up

することが可能であった。 

E. 結論 

肝炎医療コーディネーターを活用した本

システムは HCV RNA 陽性者を確実に拾い

上げ、受療に至るまでの follow up 率も

高く、ウイルス肝炎受検・受診・受療を進

めていく上で、有効な手段になると考え

られた。 

F. 健康危険情報 

なし 

G. 研究発表 

なし 

H.  知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得なし 2. 実用新案登録なし 

3. その他特に
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